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９月定例議会の概要

　各委員会での主な議案審査状況

　議決一覧

　一般質問

ふれあいミーティング開催のお知らせ

常任委員会視察報告

特別委員会の設置

こども議会を開催

　８月21日、本会議場で市主催のこども議会が開催
されました。こども議員の皆さんからは、多文化共生、
環境、伝統産業、災害対策、交通安全、公共交通、
空き家対策など、鈴鹿市をより住みやすいまちにし
ようとするたくさんの質問・提案が投げかけられま
した。
　市議会でも、来年２月、こどもと議員のイベン
トを開催します。詳細は 12ページをご覧ください。
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市議会の詳しい情報は鈴鹿市議会のウェブサイトをご覧ください
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９月定例議会の概要

月定例議会を、９月１日から９月29日ま

での29日間の期間で開催しました。

　まず、初日の９月１日には、市長から「令和

７年度鈴鹿市一般会計補正予算（第１号）」など

17件の議案が提出され、提案説明が行われました。

　９月10日には、提出議案に対する質疑に引き

続き、10日、11日、12日及び 16日に15名の議員

が一般質問を行いました。

　16日には、議案17件及び「自動車関係諸税な

どの見直しに関する意見書の提出を求める請願

書」など３件の請願を各委員会に付託し、16日、

17日、18日及び25日に、各委員会で付託議案の

審査などを行いました。

　最終日の29日には、総務、産業建設及び予算

決算委員会委員長から付託議案について審査結

果の報告があり、２名の議員が討論を行った後、

採決の結果、議案17件はいずれも可決または認

定しました。

　次に、請願３件について総務及び文教環境委

員会委員長から審査結果の報告があり、採決の

結果、いずれも採択しました。次に、委員会発

議案３件の意見書案が提出され、提案説明の後、

採決の結果、可決しました。

　続いて、鈴鹿市議会議員及び職員に係るハラ

スメントの防止に関する調査研究を目的に、７

名の委員をもって構成する「ハラスメント対策

検討特別委員会」の設置を決定し、委員の選任

を行いました。

　その後、「鈴鹿市公平委員会委員の選任同意に

ついて」など４件の議案が市長から追加提出され、

提案説明の後、採決の結果、いずれも同意する

ことに決定しました。

　最後に、11月24日までを休会とすることを決

定し、散会しました。

９

令和７年度一般会計補正予算（第１号）や
令和６年度一般会計決算を中心に 24議案を可決・認定・同意

各委員会での主な議案審査状況

　消防力の強化および充実を図るため、中央消防署に配備している大型水槽車を

更新しようとするもの。

議案第51号　財産の取得について

　今回配備する大型水槽車の特徴は。

　現在配備中の車両は、可搬型のポンプのＢ級を積載している。今回更新する車

両はＡ－２級のポンプを積載し、これにより放水および消火能力が格段に向上す

る。

質 　疑

答 　弁

　購入する大型水槽車は、消防本部が仕様をカスタマイズしたのか。

　消防車両は、各消防本部が必要とする仕様書を定め、艤装（※）を組んでいる。

全国統一の仕様ではなく、本市消防本部が必要な機能を搭載している。

※船舶・自動車の製造過程のうち、船体・車体が完成した後に各種装備を取り付ける工程。

　また、その工程で取り付けられる各種装備。

質 　疑

答 　弁

大型水槽車の配備

総務委員会

【概 要】

９月18日

(午後)

９月18日

(午前)

ぎ そう
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９月18日

(午後)

９月18日

(午前)

予算決算委員会
　予算・決算の審査は、総務・文教環境・地域福祉・産業建設の各分科会に分かれ、詳細

に行いました。その後、予算決算委員会の全体会において、各分科会から審査の経過と結

果の報告を受け、審査を行いました。

　本市の消防団の充足率は、これまで 95％以上を確保しているが、プロモーショ

ン動画の作成や生活情報誌への掲載、チラシ発行などを行い、消防団の魅力をさ

らに市民に発信し、消防団のかっこよさをＰＲするため、今回モデル事業に応募

した。

　消防庁が実施する「消防団の力向上モデル事業」に提案した事業が採択され、

消防庁から本市への委託事業として実施することが決定したため、事業計画に基

づき必要な活動経費を計上するもの。

　消防団の力向上モデル事業の詳細は。また応募した経緯は。

議案第44号　令和７年度鈴鹿市一般会計補正予算（第１号） 

〇消防団活動費／団員活動費　332万1,000円

質 　疑

答 　弁

総 務 分 科 会

消防団力の向上に向けて

【概 要】

　令和８年度の予算に計上すべく準備していたが、企業版ふるさと納税を受領で

きることとなり、修繕を前倒しで実施する。

　大規模災害時に現地活動拠点となる河川防災センターの老朽化した空調設備の

改修に要する経費を計上するもの。

　企業版ふるさと納税の寄附金を活用した河川防災センターの修繕は、この時期

に修繕予定であったのか。

〇河川防災センター／維持修繕費　1,360万5,000円

質 　疑

答 　弁

企業版ふるさと納税を活用した維持修繕

【概 要】

　天名小学校、椿小学校、庄内小学校、合川小学校の４校

を予定している。

　県の補助金制度の見直しに伴い、基幹収容避難所に設置

する地震解錠ボックスの追加購入（４カ所分）に要する経

費を増額計上するもの。

　４台の地震解錠ボックスの設置場所は。

〇防災施設環境整備費／避難所等環境整備費　173万8,000円

質 　疑

答 　弁

地震解錠ボックスを新規に設置

【概 要】

地震解錠ボックス
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都市対抗野球大会の様子

９月17日

(午後)

９月17日

(午前)

　市民応援団の旅費の関

係は、本田技研工業株式

会社鈴鹿製作所との間で

精算中である。精算結果

後は最終の決算をまとめ、

減額の補正を行う見込み

である。

　Honda鈴鹿硬式野球部が、本市を代表して第96回都市対抗野球大会に出場する

ことから、市民に広く周知するための新聞広告や壮行会の開催、市民応援団の派

遣に要する経費を計上する

もの。

　結果的に１回戦までと

なったが、発生する残額は。

議案第44号　令和７年度鈴鹿市一般会計補正予算（第１号） 

〇都市対抗野球大会費　377万6,000円 

質 　疑

答 　弁

Honda 鈴鹿硬式野球部を本市が応援

文教環境分科会

【概 要】

　国の交付金による県からの間接補助事業の形で実施しており、令和６年度は、

広報すずかの情報館のページや市ウェブサイトなどで補助の募集・周知を行い、

６月５日から６月28日までの約１カ月間に受け付けを行ったところ、予算の残額

が出た。そこで、第２回目として９月２日から９月27日までの約１カ月間の期間

で再度募集を行った結果、予算額を上回ったため、抽選の上で交付決定を行った。

　その結果、24件の申請に対し、交付決定件数は 18件であった。なお、補助の額

は県からの配分によって決定し、市独自の補助はない。

　申請と交付の状況は。また、市独自の補助の有無について。

議案第54号　令和６年度鈴鹿市一般会計決算の認定について

〇太陽光発電設備等設置費補助事業費　1,201万4,980円 

質 　疑

答 　弁

家庭用太陽光発電設備などの設置を補助
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９月18日

(午後)

９月18日

(午前)

　空調設備のリース料、補助金額およびリースアップ後の利用方針は。

　普通教室は、10年間のリース契約の総額で小中学校合わせて 14億605万7,000円。

屋内運動場は、令和５年度がモデル事業として契約した 7,692万3,000円、令和６

年度が５年間のリース契約で 4億3,376万6,000円である。なお、リースは国の補

助金の対象外である。リースアップ後は市の所有となり、随時修理しながら利用

を継続する予定である。

質 　疑

答 　弁

　空調設備整備に伴う学校体育施設開放の料金設定は。

　学校の施設開放については、現在は電灯使用料として一律 200 円と電話料金を

徴収している。今後、空調設備整備による電気料金の増加を踏まえながら、改め

て料金を定めていく。

質 　疑

答 　弁

学校施設の空調設備に関する方針

〇教育施設環境整備費／普通教室等空調設備整備費

　 （小学校費：１億107万3,096円、中学校費：3,953万2,536円）

〇教育施設環境整備費／屋内運動場空調設備整備費

　 （小学校費：8,571万560円、中学校費：357万5,000円）

　市役所の本庁内で電話業務を委託するのではなく、ビルの１室などで、他の市

町の業務と合わせた受託管理となる。業務に必要な場所、機器、備品の設置場所、

執務エリアなどは受託事業者がすべて用意する。

　マイナンバーカードの更新に係る来庁者が急増しており、窓口業務を優先的に

対応する必要があるため、電話対応業務を外部委託する費用を計上するもの。

　電話問い合わせや予約受付業務を外部に委託する方法のシェアード型とはどの

ようなものか。 

議案第44号　令和７年度鈴鹿市一般会計補正予算（第１号） 

〇個人番号カード等交付事務費　484万1,000円

質 　疑

答 　弁

　マイナンバーカードは全国統一で、５年更新、10 年更新や暗証番号の設定など、

定型的な業務、簡易な問い合わせが多く、それらについて外部委託するものであ

る。それ以外の問い合わせに関しては、戸籍住民課に電話をいただくことになる。

　マイナンバーに関する秘密保持などの観点を踏まえた受託業者との契約内容は。質 　疑

答 　弁

マイナンバーカードの更新に対応するための整備

地域福祉分科会

【概 要】

文教環境分科会



2025.11.20 鈴鹿市議会だより６

　新型コロナワクチンは、令和６年度から定期予防接種のＢ類疾病に位置付けら

れている。Ｂ類疾病は公益財団法人予防接種リサーチセンター発行のガイドライ

ンなどに基づき実施している。ガイドラインでは、新型コロナワクチン接種につ

いて、その時々で流行している株に対応したワクチンを用いることで、重症化予

防、発症予防効果の向上が期待されると示されている。

　副反応については、接種後に接種部位の痛み、倦怠感や発熱などさまざまな症

状が確認されており、副反応の状況が見られた方は、医療機関から厚生労働省へ、

速やかに報告されるシステムとなっている。

　副反応報告や今年度始まる新型コロナワクチンの定期接種に関する情報につい

ては、市のウェブサイトなどで、対象者へ周知を図っていく。

　新型コロナワクチンの定期接種を実施するに当たり、医療機関への予防接種委

託料などを計上するもの。接種対象は 65歳以上の者および 60～64歳の基礎疾患

を有する者で、接種時期は秋冬ごろの予定である。

　厚生労働省などから定期接種に使用するワクチンの株について説明はあるの

か。また、副反応情報は発信していくのか。

質 　疑

答 　弁

【概 要】

新型コロナワクチンの定期接種の実施

〇定期予防接種費　6,766万3,000円 

地域福祉分科会

　令和６年度は、２回受ける不活化ワクチンが

2,548件、１回受ける生ワクチンが 553件で、計

3,101件に助成している。50歳以上が対象で、対

象者の約3.3％の方が接種している。

　接種することにより、不活化ワクチンは発症

予防効果が 90％以上で、長期予防効果が９年、

生ワクチンの発症予防効果は 50～60％で、長期

予防効果は５年程度あり、発症予防につながっ

ている。 

　対象者の接種率、また接種後の帯状疱疹の発生状況は。

議案第54号　令和６年度鈴鹿市一般会計決算の認定について 

〇任意予防接種費／帯状疱疹ワクチン接種費　2,769万6,000円 

質 　疑

答 　弁

帯状疱疹ワクチンの接種状況および発生状況
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９月17日

産業建設分科会

議案第54号　令和６年度鈴鹿市一般会計決算の認定について

〇地籍調査費　1,924万9,128円

海岸部の地籍調査の詳細

　長太地区、箕田地区および若松地区などの海岸部の進捗状況は。

　白子地区、寺家地区の調査は完了し、現在は磯山地区に取り組んでいる。若松

地区、箕田地区は国の補助金を活用し、基準点の設置は行っているが、現在行っ

ている磯山地区の調査が数年かかるため、若松地区、箕田地区、長太地区につい

ては、今後計画を立て、北に向かって事業を展開していく予定である。

質 　疑

答 　弁

議案第59号　令和６年度鈴鹿市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について

〇水道料金　36億1,372万8,902円 

水道料金の改定に関する考え方

　物価の変動に沿って、水道料金を毎年改定することはできないのか。

　水道料金を毎年改定することは現実的には難しいが、現在、令和９年度以降の

経営戦略を経営審議会で審議しているため、水道料金についても審議会委員から

意見を聞きながら整理していきたい。

質 　疑

答 　弁

　どのくらいの期間で海岸部の地籍調査を行う予定か。

　東日本大震災以降、地籍調査に取り組む自治体が増えており、県に対して予算

確保に努めているが、若松地区、箕田地区の地籍調査がいつ始まり、いつ終わる

かという計画は立てていない状況である。

質 　疑

答 　弁

　イノシシ、サル、シカ、アライグマ、ヌートリアの捕獲数は。

　令和６年度の捕獲数は、イノシシが110頭、サルが４頭、シカが95頭、アライ

グマが110匹、ヌートリアが０匹となっている。

質 　疑

答 　弁

　捕獲業務の委託先はどこか。

　令和６年度まではシルバー人材センターに依頼していたが、令和７年度から猟

友会に委託している。

質 　疑

答 　弁

〇鳥獣被害対策費　450万3,844円 

鳥獣被害の状況
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議 決 一 覧 （９月定例議会）

【全会一致で可決・認定・同意した議案など】

議案第44号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

件 　　 名議案番号など

令和７年度鈴鹿市一般会計補正予算（第１号）

鈴鹿市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

鈴鹿市職員の育児休業等に関する条例及び企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について

鈴鹿市水道事業給水条例の一部改正について

鈴鹿市公共下水道条例の一部改正について

財産の取得について

市道の認定について

市道の廃止について

令和６年度鈴鹿市国民健康保険事業特別会計決算の認定について

令和６年度鈴鹿市土地取得事業特別会計決算の認定について

令和６年度鈴鹿市介護保険事業特別会計決算の認定について

令和６年度鈴鹿市後期高齢者医療特別会計決算の認定について

令和６年度鈴鹿市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について

令和６年度鈴鹿市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について

鈴鹿市公平委員会委員の選任同意について

鈴鹿市教育委員会委員の任命同意について

人権擁護委員候補者の推薦同意について

人権擁護委員候補者の推薦同意について

（次ページに続く）

討論 （要旨） 討論は議案に対する賛否の態度、考え方を明らかにするものです。

＜議案第44号～議案第60号について＞

　生活保護での自動車保有・利用をめぐる２件

の裁判は、地裁・高裁とも保護の停止は違法と

の判決で市は敗訴となった。間違いを

はっきり認め、市民の人権が守られる

鈴鹿市へ、原点に返って努力されたい。

議案第45号・議案第46号・議案第54号に
反対　その他議案は賛成　

石田　秀三 議員

　令和６年度の事業で市民参画に対する市の姿

勢の後退を感じる部分、説明責任に対して意識

の低下を感じる場面が多々あった。市

民、住民のための地方公共団体であり、

抜本的な改善を求め賛成する。

全議案に賛成

市 民 の 声 中西　大輔 議員諸　派
（日本共産党）
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（前ページから続く）

会派名

議員名

新緑風会 自由民主党鈴鹿市議団 市民の声 公明党 鈴和 無日本共産党

【賛成多数で可決・認定した議案など（表決が分かれた議案など）】

【表決が分かれた議案などに対する各議員別の賛否状況　〇：賛成　×：反対】

議案番号など 件　　　名

委員会発議案
第５号

委員会発議案
第６号

委員会発議案
第７号

自動車関係諸税などの見直しに関する意見書

義務教育費国庫負担制度の充実を求める意見書

議案第45号

議案第46号

議案第54号

請願第３号

請願第４号

請願第５号

議案第45号

議案第46号

議案第54号

委員会発議案第５号

委員会発議案第６号

委員会発議案第７号

請願第３号

請願第４号

請願第５号

令和７年度鈴鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和７年度鈴鹿市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和６年度鈴鹿市一般会計決算の認定について

※ 可決した３件の意見書は、国会および国の関係省庁に提出しました。なお、提出した意見書は、市議会

ウェブサイトにて閲覧できます。

※会派名は、鈴和および日本共産党は諸派、無は無所属です。

※議長　野間芳実は原則として採決に加わりません。

※曽我正彦議員および田中淳一議員の２名は三重県議会議員補欠選挙に立候補したため、８月29日付けで自動失職となりま

した。
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起立採決の様子

教職員の欠員を速やかに解消する施策の実行および教職員定数改善計画の策定・実施と教育
予算拡充を求める意見書

自動車関係諸税などの見直しに関する意見書の提出を求める請願書

義務教育費国庫負担制度の充実を求める請願書

教職員の欠員を速やかに解消する施策の実行および教職員定数改善計画の策定・実施と教育
予算拡充を求める請願書
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